
 

  札幌市立東白石中学校

  第３学年  　進 路 係進路だより 第 78 号 

 2026年１月15日発行

『夢をかなえるために……』

さあ、３学期！！ 

３年間の総まとめを！ 

　今日から３学期が始まります。みなさんは、どのような冬休みを過ごしたのでしょ

 う。学習を計画通りに進めることはできましたか。

　さて、この３学期は、中学校生活３年間の総まとめの時期です。卒業までの約２か

月間をどのように過ごすのかによって、みなさんの真価が問われることになります。

入試という大きな目標に挑もうとする学習面はもちろんのこと、その他の面でももう

 一息頑張ってみませんか。

　最も大切な学習面ですが、大部分の人たちにとっての３学期は、入試に向けての追

い込みの時期になります。一通りのことは冬休み中に終えているだろうと思いますが、

 最後まで油断は禁物です。ぎりぎりまで努力を続けていってほしいものです。

　また、生活面でももう一度、気持ちを引き締め直してください。落ち着いた生活が

大切なことはわかりきっていると思いますが、さらに言えば落ち着いた雰囲気で生活

できるかどうかが、学習成績にも大きくかかわってきます（すでに受験が終わった人

や、入試に学科試験がないという人も、周囲の人たちに気を遣いましょう）。加えて

恐ろしいのがケガ。友達とふざけていて、ついうっかり骨折などしてしまい、入試で

 実力を発揮できないなどとということになってしまったら、泣くに泣けません。

　３年生の担任の先生方には、冬休みはありませんでした。みなさんも勉強一色の冬

休みだったのでしょうが、先生方も進路関係の事務処理のために、毎日細かな仕事を

していました。みなさんが希望している進路先に提出する書類を、丁寧に、それこそ

 一字一字に間違いがないかどうかを確認しながら作成していたのです。

　そんな３年生の先生方がこの３学期にみなさんに望むことは、３年生の一番最後の

学期だからこそ、３年間で培（つちか）ってきたことをフルに発揮してほしいという

ことです。“東白石中学校の３年生として”生活できる最後の２か月間が、思い出に

残るものとなりますように。そして全員が、“十五の春”を笑って迎えることができ

 ますように……。

進路関係日程の再確認 

　２学期終業式の『進路だより』にも載せましたが、もう一度、３学期の進路関係日

程の確認です。３学期も期限厳守の提出物があります。自分にかかわる日程は、他人

まかせにせず、自分で覚えておいてください。自分の進路には、自分で責任をもつこ

 とが大切です。

 

   １月１５日（木）　・公立高校（有朋高校を除く）願書提出（この日までに）

                      ※道立高校は「北海道収入証紙」、市立高校は「納付書・領

　　　　　　　　　　　　収書」（金融窓口を利用した人のみ）の提出も忘れずに。 

       １６日（金）  ・私立高校２月受験募集要項配付

 　　　２６日（月）　・公立高校出願状況発表（10:00）

       　　　　　　  ・私立高校２月受験願書提出（この日までに）

 …受験料の決済や振り込みを忘れずに

       ２７日（火）  ・公立高校出願変更受付開始（２月２日まで）

   　　２９日（木）　・公立高校出願変更状況中間発表（16:30）

 　２月１０日（火）  ・公立高校推薦入試（面接など）

 　　　１２日（木）　・出願変更状況発表（10:00）…出願変更後の倍率発表です

       　　　　　　  ・私立高校Ａ日程入試下見

 　　　１３日（金）　・私立高校Ａ日程入試（高校によって１４日まで）

       １６日（月）  ・私立高校Ｂ日程入試下見

       １７日（火）  ・私立高校Ｂ日程入試（高校によって１８日まで）

       １８日（水）  ・公立高校推薦合格者内定通知（この日まで）

       下旬以降      ・私立高校合格発表（高校によって異なる）

   ３月　２日（月）  ・再出願後の出願状況発表（11:00）…最終倍率です

  　　　 ３日（火）  ・公立高校入試下見…今年度は、校舎内に入れません

         ４日（水）  ・公立高校入試学力検査日（大通を除く定時制は面接を実施）

         ５日（木）  ・公立高校入試面接日（実技もこの日に実施）

       １７日（火）  ・公立高校合格発表（10:00、有朋高校を除く）

                     ・公立高校合格者入学意思確認（午後）

◆『夢をかなえるために』について◆ 

 

　今日、『夢をかなえるために』というタイトルの冊子を、みなさんに配付しま

す。中を読んでもらえばわかりますが、受験に関してこれからの時期に気をつけ

なければならないこと、知っておいた方がよいことなど、受験に関する心得の内

容が含まれています（面接練習などにも利用できると思います）。できるだけ早

いうちに、目を通しておいてください。


